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⼆核異種⾦属錯体(Ma+Mb)では、性質の違った⼆種の⾦属イオン、特に本研究では原⼦価状態の異なった⼆種の⾦属イオンの存在によって、従来の同種⾦属錯体では⾒ら
れない新しい性質の発現が期待される。また、同種⾦属錯体の性質を詳細に理解するうえで、この種の2核異種混合原⼦価錯体は多⼤の助けとなるが、現在のところこのよ
うな研究例はほとんどない。我々は左右対称な⼆核化配位⼦(2、6-bis〔〔bis2-pyridylmethyl)aminomethyl〕-4-methylphenolや2、6-〔bis〔bis(2-
benzimidazolylmethyl)aminomethyl〕-4-methylphenol)を⽤いて、種々の⾦属イオンの組合せを持つ錯体〔Ma^<3+>Mb^<2+>(L)(RCOO)_2〕^<2+>
(Ma^<2+>:Mn^<2+>、Co^<2+>、Ni^<2+>、Cu^<2+>、Zn^<2+>、Mb^<3+>:Fe^<3+>、Mn^<3+>、Co^<3+>)の合成法を開発し、それらの性質を詳
細に検討した。錯体の合成は⼆核化配位⼦とカルボン酸イオンの混合溶液に、⼆価⾦属イオンと三価⾦属イオンの混合溶液を加えることによって、選択的に異種⾦属混合原
⼦価錯体が得られることが分かった。このように⼆価三価異種⾦属錯体が容易に得られる原因は、錯体の構造と密接に関係しているものと考えられ、現在、⼆価⼆価、⼆価
三価、三価三価錯体のX-線結晶構造解析を⾏いつつある。また同種⾦属錯体と異種⾦属錯体の性質の⽐較より多くの興味ある結果が明らかとなった。例えば、〔Co_2(L)
(RCCO)_2〕^+は酸素と反応してきわめて安定な酸素錯体を形成するが、異種⾦属錯体〔Co^<2+>-Mn^<2+>or Fe^<2+or3+>〕では、コバルト⼆価イオンは酸素と
全く反応せず、コバルト⼆価⼆価錯体の⼤きな酸素親和性は⼆つのコバルトイオンの協同効果によることが明らかとなった。さらにマンガン⼆価三価錯体〔Mn_2(L)
(RCOO)_2〕^<2+>は、⾮常に複雑なESRスペクトルを⽰し、これを理論的に解釈するためにはマンガン⼆価部および三価部のスペクトルが多⼤の助けとなる。そのため
現在〔Mn^<3+>-Zn^<2+>〕および〔Co^<3+>-Zn^<2+>〕錯体のESRスペクトルを検討中である。
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